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● 農業経営体の状況

〇 関東農政局管内（以下「管内」という。）の農業経営体数（令和２年）は261,876経営体で、全国の2割強を占

めている。

〇 販売を目的とした類別作付（栽培）経営体数でみると、管内では野菜経営体が全体の25%を占め、米に次い

で割合が高い。

〇 野菜販売農家の主副業農家割合をみると、管内平均は全国水準とほぼ同じだが、茨城県、栃木県、千葉県

の3県は主業農家数の割合が４割を超えており、農業所得を主として自営農業に従事している農家が多い。

農業経営体数 野菜販売農家における主副業別割合類別作付（栽培）経営体数

資料：農林水産省「2020年農林業センサス」 資料：農林水産省「2020年農林業センサス」

資料：農林水産省「2020年農林業センサス」

関東
261,876

24%

北陸
76,294

7%

東海
66,712

6％

近畿
103,835

10%

中国・四国
162,012

15%

九州
164,560

15%

全 国
1,075,705
経営体
(100％)

東北
194,193

18%

北海道
34,913

3%

沖縄
11,310

1%

野菜(露地)
18%

野菜(施設)
7%

果樹類(露地)
13%

果樹(施設) 1%

花き(露地) 2%
花き(施設)2%

米
40%

麦類
2%

雑穀1%

いも類4%
豆類3%

関 東
445,981
経営体
(100％)関東

261,876
24%

北陸
76,294

7%

東海
66,712

6％

近畿
103,835

10%

中国・四国
162,012

15%

九州
164,560

15%

全 国
1,075,705
経営体
(100％)

東北
194,193

18%

北海道
34,913

3%

工芸作物3% その他3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国
関東
茨城
栃木
群馬
埼玉
千葉

東京都
神奈川
山梨
長野
静岡

39.4%

37.5%

48.3%

46.7%

38.5%

31.4%

43.7%

10.8%

26.0%

25.4%

31.9%

36.0%

12.6%

14.7%

7.1%

10.3%

7.7%

19.7%

12.2%

52.1%

30.4%

13.4%

12.7%

13.5%

48.0%

47.7%

44.6%

43.0%

53.8%

48.9%

44.1%

37.1%

43.6%

61.1%

55.4%

50.5%

主業農家数 副業的農家

１



● 農業産出額

注：１ 全国及び管内の産出額は、都道府県値を積み上げたものである。
２ 統計数値については、表示単位未満の数値を四捨五入したため、合計値と内訳の計が一致しない場合がある（以下同じ。）。
３ （ ）内は、構成比である（以下同じ。）。）内は、構成比である（以下同じ。）。
４ 構成比については、表示単位未満の数値で算出しているため、表示上の数値で算出した構成比と一致しない場合がある（以下同じ。）。

○数値は､都道府県順位

全国・農政局別 部門別（管内） 都県別（管内）

○ 管内の農業産出額（令和２年）は２兆1,731億円で、全国の24％を占めている。
〇 部門別にみると、野菜が7,682億円（全体の35％）で、畜産（5,978億円）、米（3,213億円）を上回
り１位。
〇 都県別にみると、茨城県が4,417億円（全国３位）で最も多く、次いで千葉県が3,853億円（同４位）、栃木
県が2,875億円（同９位）で、全国上位に位置するところが多い。

資料：農林水産省「生産農業所得統計」R2
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〇 管内の野菜指定産地数は、253産地（令和４年６月現在）。全国（884産地）の約３割を占めている。

〇 都県別の野菜指定産地数は、多い順に群馬県が49産地、千葉県が47産地、長野県が44産地となっている。

〇 指定野菜14品目のうち管内の都県で産出額（令和２年度産）が全国順位１位は、キャベツ（群馬県）、ほう

れんそう（群馬県）、 レタス（長野県） 、はくさい（茨城県）、ねぎ（千葉県）、ピーマン（茨城県）、だいこん（千

葉県）、さといも（埼玉県）で、計８品目。

都県別野菜指定産地

● 管内の野菜指定産地

※ 指定野菜とは、野菜生産出荷安定法に基づき政令で定められた、だいこん、にんじん、はくさい、キャベツ、ほうれんそう、ねぎ、レタス、きゅうり、
なす、トマト、ピーマン、さといも、ばれいしょ、たまねぎの14品目をいう。

※ 野菜指定産地とは、野菜生産出荷安定法に基づき、指定野菜の集団産地として育成していく必要があると認められる産地を農林水産大臣が都
道府県知事の申出を受けて指定する。

※ 資料：関東農政局調べ

都道府県 産地数 作付面積(㏊) 収穫量(t） 出荷数量(t)

全 国 88４ 154,259 6,748,339 6,199,262

関 東 253 40,550 1,849,599 1,717,358

茨城 30 6,565 297,460 282,941

栃木 28 1,378 61,687 56,671

群馬 49 8,542 433,182 396,916

埼玉 20 2,344 84,792 73,750

千葉 47 7,668 345,114 322,759

神奈川 10 1,973 122,666 115,424

山梨 8 234 10,437 9,190

長野 44 9,907 425,274 394,371

静岡 17 1,939 68,987 65,336

３



キャベツ

〇 品目別農業産出額（令和２年）は、群馬県が225億円で全国１位、千葉県が83億円で全国３位となっており、

管内全体で全国の４割以上を占めている。

〇 ４～６月の春キャベツ、１１月～翌３月の冬キャベツは千葉県や神奈川県の温暖地帯、７～１０月の夏秋

キャベツは群馬県や長野県の高冷地での収穫が盛んである。これら管内産地のリレー出荷により周年出荷

体制が整えられている。

○ 管内産の収穫量（令和２年産）を市町村別に見ると、春キャベツは千葉県銚子市が42,400t（管内１位）で最

も多く、夏秋キャベツは群馬県嬬恋村が218,500t（管内１位）で最も多く、冬キャベツは千葉県銚子市が

44,100t（管内１位）で最も多くなっており、首都圏の需要を支えている。

● 品目別産出額及び野菜指定産地主要品目の生産状況（葉菜類）

品目別農業産出額

銚子市
春（１位）
冬（１位）

三浦市
春（２位）
冬（３位）

横須賀市
春（３位）
冬（２位）

嬬恋村
夏秋（１位） 長野原町

夏秋（３位）

南牧村
夏秋（２位）

春キャベツ

順位
春（当年４月～当年６月）

都県 市町村 収穫量（t）
1 千葉県 銚子市 42,400
2 神奈川県 三浦市 27,400
3 神奈川県 横須賀市 7,480

夏秋キャベツ

順位
夏秋（当年７月～当年10月）

都県 市町村 収穫量（t）
1 群馬県 嬬恋村 218,500
2 長野県 南牧村 14,300
3 群馬県 長野原町 12,300

冬キャベツ

順位
冬（当年11月～翌年３月）

都県 市町村 収穫量（t）
1 千葉県 銚子市 44,100
2 神奈川県 横須賀市 10,300
3 神奈川 三浦市 9,080

令和２年産季節区分別収穫量（指定産地・管内上位３市町村）

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R2）」

（単位：億円）

資料：農林水産省「生産農業所得統計（R２）」 ４
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ほうれんそう

〇 品目別農業産出額（令和２年）は、群馬県が86億円で全国１位、次いで埼玉県が79億円で全国２位となって

おり、 管内全体では全国の４割を占めている。

〇 冷涼な気候を好み高温に弱いが、雨よけハウスを利用することで夏でも栽培でき、周年出荷している。

○ 管内産の収穫量（令和２年産）を市町村別に見ると、群馬県太田市が6,290t（管内１位）で最も多くなってお

り、首都圏の需要を支えている。

● 品目別産出額及び野菜指定産地主要品目の生産状況（葉菜類）

品目別農業産出額

伊勢崎市（３位）

昭和村（２位）

注：千葉県にほうれんそうの指定産地がないた
め市町村別統計は作成していない。

ほうれんそう
順位 都県 市町村 収穫量（t）

1 群馬県 太田市 6,290
2 群馬県 昭和村 5,280
3 群馬県 伊勢崎市 3,190

令和２年産収穫量（指定産地・管内上位３市町村）

資料：農林水産省「生産農業所得統計（R２）」 資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R2）」 ５
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レタス

〇 品目別農業産出額（令和２年）は、長野県が233億円で全国1位、次いで茨城県が116億円で全国２位となっ

ており、管内全体で全国の６割を占めている。

〇 ４月～５月の春レタス、 １１月～翌３月の冬レタスは比較的温暖な茨城県や静岡県、６～１０月の夏秋レタス

は長野県や群馬県の高冷地 での収穫が盛んである。これら管内産地のリレー出荷により周年出荷体制が整

えられている。

○ 管内産の収穫量（令和２年産）を市町村別に見ると、春レタスは茨城県坂東市が14,500t（管内１位）で最も

多く、夏秋レタスは長野県川上村が80,900t（管内１位）で最も多く、冬レタスは茨城県坂東市が11,100t（管内１

位）で最も多くなっており、首都圏の需要を支えている。

● 品目別産出額及び野菜指定産地主要品目の生産状況（葉菜類）

品目別農業産出額

板東市
春（１位）
冬（１位）

結城市
春（３位）

古河市
冬（２位）

昭和村
夏秋（２位）

菊川市
冬（３位）

川上村
夏秋（１位）

塩尻市
春（２位）

南牧村
夏秋（３位）

令和２年産季節区分別収穫量（指定産地・管内上位３市町村）
春レタス

順位 春（当年４月～当年５月）
都県 市町村 収穫量（t）

1 茨城県 坂東市 14,500
2 長野県 塩尻市 6,520
3 群馬県 昭和村 6,180

夏秋レタス

順位 夏秋（当年６月～当年10月）
都県 市町村 収穫量（t）

1 長野県 川上村 80,900
2 群馬県 昭和村 27,700
3 長野県 南牧村 25,700

冬レタス

順位 冬（当年11月～翌年３月）
都県 市町村 収穫量（t）

1 茨城県 坂東市 11,100
2 茨城県 古河市 5,010
3 静岡県 菊川市 3,960

資料：農林水産省「生産農業所得統計（R２）」 資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R２）」 ６
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はくさい

〇 品目別農業産出額（令和２年）は、長野県が165億円で全国1位、次いで茨城県が109億円で全国２位となって

おり、２県で全国の５割を占めている。

〇 ４月～６月の春はくさい、 １０月～翌３月の秋冬はくさいは比較的温暖な茨城県、７～９月の夏はくさいは長野

県の高冷地 での収穫が盛んである。これら管内産地のリレー出荷により周年出荷体制が整えられている。

○ 管内産の収穫量（令和２年産）を市町村別に見ると、春はくさいは茨城県八千代町が16,200t（管内１位）で最

も多く、夏はくさいは長野県南牧村が45,300t（管内１位）で最も多く、秋冬はくさいは茨城県八千代町が50,000t

（管内１位）で最も多くなっており、首都圏の需要を支えている。

● 品目別産出額及び野菜指定産地主要品目の生産状況（葉菜類）

品目別農業産出額

結城市
春 （３位）
秋冬（２位）

八千代町
春（１位）
秋冬（１位）

坂東市
春（２位）

古河市
秋冬（３位）

小海町
夏（３位）

南牧村
夏（１位）

川上村
夏（２位）

春はくさい

順位
春（当年４月～当年６月）

都県 市町村 収穫量（t）
1 茨城県 八千代町 16,200
2 茨城県 坂東市 7,740
3 茨城県 結城市 7,550

夏はくさい

順位
夏（当年７月～当年９月）

都県 市町村 収穫量（t）
1 長野県 南牧村 45,300
2 長野県 川上村 40,900
3 長野県 小海町 18,500

秋冬はくさい

順位
秋冬（当年10月～翌年３月）

都県 市町村 収穫量（t）
1 茨城県 八千代町 50,000
2 茨城県 結城市 38,200
3 茨城県 古河市 18,200

令和２年産季節区分別収穫量（指定産地・管内上位３市町村）

（単位：億円）

資料：農林水産省「生産農業所得統計（R２）」 資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R２）」 ７

全 国
475億円
(100％)

茨城
109

（22.9%）

長野
165

（34.7%）その他

埼玉
16

（3.4%）

群馬
14

（2.9%）
北海道
19

（４%）



ねぎ

〇 品目別農業産出額（令和２年）は、埼玉県が188億円で全国1位、次いで千葉県が173億円で全国２位となって

おり、管内全体で全国の４割以上を占めている。

〇 ４月～６月の春ねぎは茨城県・千葉県、 ７～９月の夏ねぎは茨城県・長野県、 １０月～翌３月の秋冬ねぎは

埼玉県・千葉県を中心に生産している。これら管内産地のリレー出荷により周年出荷体制が整えられている。

○ 管内産の収穫量（令和２年産）を市町村別に見ると、春ねぎは茨城県坂東市が7,790t（管内１位）で最も多く、

夏ねぎは茨城県坂東市が4,990t（管内１位）で最も多く、秋冬ねぎは埼玉県熊谷市が5,370t（管内１位）で最も多

くなっており、首都圏の需要を支えている。

● 品目別産出額及び野菜指定産地主要品目の生産状況（葉菜類）

品目別農業産出額
令和２年産季節区分別収穫量（指定産地・管内上位３市町村）春ねぎ

順位 春（当年４月～当年６月）
都県 市町村 収穫量（t）

1 茨城県 坂東市 7,790
2 千葉県 山武市 2,090
3 千葉県 横芝光町 755

夏ねぎ

順位 夏（当年７月～当年９月）
都県 市町村 収穫量（t）

1 茨城県 坂東市 4,990
2 長野県 松本市 1,160
3 茨城県 境町 797

秋冬ねぎ

順位 秋冬（当年10月～翌年３月）
都県 市町村 収穫量（t）

1 埼玉県 熊谷市 5,370
2 千葉県 山武市 4,070
3 茨城県 坂東市 3,280

山武市
春（２位）
秋冬（２位）

横芝光町
春（３位）

板東市
春（１位）
夏（１位）
秋冬（３位）

松本市
夏（２位）

熊谷市
秋冬（１位）

境町
夏（３位）

（単位：億円）

資料：農林水産省「生産農業所得統計（R２）」 資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R２）」 ８

全 国
1545億円
(100％)

埼玉
188

（12.2%）

茨城
155

（10%）

静岡
47

（３%）

群馬
51

（3.3%）

大分
78

（５%）北海道
72

（4.7%）
福岡 50
（3.2%）

鳥取 45
（2.9%）

長野
44

（2.8%）

その他

千葉
173

（11.2%）



● 品目別産出額及び野菜指定産地主要品目の生産状況（果菜類）

〇 品目別農業産出額（令和２年）は、群馬県が146億円で全国２位、埼玉県が117億円で全国４位となっており、

管内全体で全国の３割を占めている。

〇 千葉県や埼玉県、群馬県では比較的温暖な気候を生かし、１２月～翌６月の冬春きゅうりの生産が盛んである。また、

施設栽培により、周年栽培が可能となっている。

○ 管内産の収穫量（令和２年産）を市町村別に見ると、夏秋きゅうりは埼玉県深谷市が5,480t（管内１位）で最も

多く、冬春きゅうりは千葉県旭市が12,400t（管内１位）で最も多くなっており首都圏の需要を支えている。

きゅうり

品目別農業産出額

深谷市
夏秋（１位）
冬春（２位） 旭市

冬春（１位）

板倉町
冬春（３位）

伊勢崎市
夏秋（３位）

前橋市
夏秋（２位）

夏秋きゅうり

順位
夏秋（当年7月～当年11月）
都県 市町村 収穫量(t)

1 埼玉県 深谷市 5,480
2 群馬県 前橋市 4,100
3 群馬県 伊勢崎市 3,900

冬春きゅうり

順位
冬春（当年12月～翌年6月）
都県 市町村 収穫量(t)

1 千葉県 旭市 12,400
2 埼玉県 深谷市 10,100
3 群馬県 板倉町 9,520

令和２年産季節区分別収穫量（指定産地・管内上位３市町村）

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R２）」
９

資料：農林水産省「生産農業所得統計（R２）」

宮崎
190

（12.6%）

群馬
146

（9.7%）

福島
123

（8.2%）

埼玉
117

（7.8%）千葉
79

（5.2%）

高知
79

（5.2%）

茨城
62

（4.1%）

その他

全 国
1,507億円
(100％)

（単位：億円）



ピーマン

〇 品目別農業産出額（令和２年）は、茨城県が135億円で全国１位となっており、全国の２割を占めている。

〇 温暖な気候と、水はけの良い土壌を有する茨城県での生産が盛んである。また、施設栽培により周年供

給が可能となっている。

○ 管内産の収穫量（令和２年産）を市町村別に見ると、茨城県神栖市が夏秋ピーマンでは7,650t 、冬春

ピーマンでは20,300tで最も多くなっており、首都圏の需要を支えている。

● 品目別産出額及び野菜指定産地主要品目の生産状況（果菜類）

品目別農業産出額

神栖市
夏秋（１位）
冬春（１位）

塩尻市
夏秋（３位）

長野市
夏秋（２位）

夏秋ピーマン

順位
夏秋（当年６月～当年10月）
都県 市町村 収穫量（t）

1 茨城県 神栖市 7,650
2 長野県 長野市 274
3 長野県 塩尻市 184

冬春ピーマン

順位
冬春（当年11月～翌年５月）
都県 市町村 収穫量（t）

1 茨城県 神栖市 20,300

令和２年産季節区分別収穫量（指定産地・管内上位３市町村）

（単位：億円）

資料：農林水産省「生産農業所得統計（R２）」
資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R２）」 10

全 国
597億円
(100％)

茨城
135

（22.6%）

宮崎
124

（20.8%）

高知
53

（8.9%）

鹿児島
54

（９%）

岩手
32

（5.4%）

その他



だいこん

〇 品目別農業産出額（令和２年）は、千葉県が107億円で全国１位となっており、管内全体で全国の３割を占め

ている。

〇 温暖な気候を生かし、千葉県や神奈川県では春だいこんや冬だいこんの生産が盛んである。

○ 管内産の収穫量（令和２年産）を市町村別に見ると、春だいこんは千葉県銚子市が23,500t（管内１位）で最

も多く、夏だいこんは群馬県片品村が5,050t（管内１位）で最も多く、秋冬だいこんは神奈川県三浦市が

56,700t（管内１位）で最も多くなっており、首都圏の需要を支えている。

● 品目別産出額及び野菜指定産地主要品目の生産状況（根菜類）

品目別農業産出額

銚子市
春 （１位）
秋冬（２位）

旭市
春（３位）

市原市
春 （２位）
秋冬（３位）

那須塩原市
夏（３位）

沼田市
夏（２位）

片品村
夏（１位）

春だいこん

順位
春（当年４月～当年６月）

都県 市町村 収穫量（t）
1 千葉県 銚子市 23,500
2 千葉県 市原市 5,620
3 千葉県 旭市 3,390

夏だいこん

順位
夏（当年７月～当年９月）

都県 市町村 収穫量（t）
1 群馬県 片品村 5,050
2 群馬県 沼田市 2,740
3 栃木県 那須塩原市 685

秋冬だいこん

順位
秋冬（当年10月～翌年３月）

都県 市町村 収穫量（t）
1 神奈川県 三浦市 56,700
2 千葉県 銚子市 39,200
3 千葉県 市原市 8,200

三浦市
秋冬（１位）

令和２年産季節区分別収穫量（指定産地・管内上位３市町村）

資料：農林水産省「生産農業所得統計（R２）」 資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R２）」 11

全 国
795億円
(100％)

千葉
107

（13.5%）

北海道
95

（11.9%）

青森
77

（9.7%）

神奈川
43

（5.4%）
宮崎
41

（5.2%）

茨城
34

（4.3%）

その他

（単位：億円）



にんじん

〇 品目別農業産出額（令和２年）は、千葉県が114億円で全国２位となっており、管内全体で全国の３割を占め

ている。

〇 千葉県や茨城県では温暖な気候を生かし、冬にんじんの生産が盛んである。

○ 管内産の収穫量（令和２年産）を市町村別に見ると、春夏にんじんは千葉県船橋市が3,480t（管内１位）で最

も多く、冬にんじんは千葉県富里市が32,400t（管内１位）で最も多くなっており、首都圏の需要を支えている。

● 品目別産出額及び野菜指定産地主要品目の生産状況（根菜類）

品目別農業産出額

鉾田市
冬（３位）

八街市
冬（２位）

富里市
冬（１位）

成田市
春夏（２位）

船橋市
春夏（１位）

熊谷市
春夏（３位）

春夏にんじん

順位
春夏（当年4月～当年7月）
都県 市町村 収穫量(t)

1 千葉県 船橋市 3,480
2 千葉県 成田市 2,390
3 埼玉県 熊谷市 2,330

冬にんじん

順位
冬（当年11月～翌年3月）
都県 市町村 収穫量(t)

1 千葉県 富里市 32,400
2 千葉県 八街市 19,300
3 茨城県 鉾田市 8,910

令和２年産季節区分別収穫量（指定産地・管内上位３市町村）

（単位：億円）

資料：農林水産省「生産農業所得統計（R２）」 資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R２）」 12

全 国
578億円
(100％)

北海道
123

（21.3%）

千葉
114

（19.7%）

青森
65

（11.2%）

徳島
64

（11.1%）

長崎
29

（５%）

茨城
28（4.8%）

その他



いちご

〇 品目別農業産出額（令和２年）は、栃木県が238億円で全国１位となっており、管内全体で全国の３割を占

めている。

〇 管内産の収穫量（令和２年産）を県別に見ると、全国上位１０県以内に管内の４県が入っており、栃木県が

22,700t（全国１位）で最も多く、次いで静岡県が10,400t（同５位）、茨城県が8,790t（同７位）、千葉県が6,320t

（同９位）の順となっている。

● 品目別産出額及び生産状況（果実的野菜類）

品目別農業産出額 令和２年産県別収穫量と全国シェア（全国上位１０県まで）

１位：栃木県
22,700t（14.3%）

７位：茨城県
8,790t(5.5%)

９位：千葉県
6,320t(4.0%)

５位：静岡県
10,400t(6.5%)

全国
順位 都 道 府 県収 穫 量全 国

シ ェ ア

位 t       %
1 栃 木 22,700 14.3
2 福 岡 16,400 10.3
3 熊 本 12,200 7.7
4 長 崎 10,500 6.6
5 静 岡 10,400 6.5
5 愛 知 10,400 6.5
7 茨 城 8,790 5.5
8 佐 賀 7,560 4.7
9 千 葉 6,320 4.0

10 宮 城 4,640 2.9
ー 全 国 159,200 100

（単位：億円）

資料：農林水産省「生産農業所得統計（R２）」
資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R２）」 13

栃木
238

（13.2%）

福岡
231

（12.8%）

熊本
142

（7.8%）
長崎
124

（6.9%）静岡
108

（６%）

佐賀
91

（５%）

茨城
87

（4.8%）

千葉
64

（3.5%）

その他 全 国
1,809億円
(100％)



メロン

〇 品目別農業産出額（令和２年）は、茨城県が112億円で全国１位となっており、管内全体で全国約３割を占め

ている。

〇 管内産の収穫量（令和２年産）を県別に見ると、全国上位１０県以内に管内の３県が入っており、茨城県が

33,500t（全国１位）で最も多く、次いで千葉県が7,460t（同７位）、静岡県が6,550t（同８位）の順となっている。

● 品目別産出額及び生産状況（果実的野菜類）

品目別農業産出額

１位：茨城県
33,500t(22.7%)

７位：千葉県
7,460t(5%)

８位：静岡県
6,550t（4.4%）

令和２年産県別収穫量と全国シェア（全国上位１０県まで）

全国
順位 都 道 府 県収 穫 量全 国

シ ェ ア

位 t %
1 茨 城 33,500 22.7
2 熊 本 24,400 16.5
3 北 海 道 21,800 14.7
4 山 形 10,600 7.2
5 青 森 10,400 7.0
6 愛 知 9,240 6.2
7 千 葉 7,460 5.0
8 静 岡 6,550 4.4
9 秋 田 3,290 2.2

10 鳥 取 1,170 0.8
ー 全 国 147,900 100

（単位：億円）

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R２）」 14

茨城
112

（18.7%）

熊本
97

（16.2%）

北海道
103

（17.2%）

全 国
600億円
(100％)

静岡
58

（9.7%）

山形
41

（6.8%）

青森
39（5.2%）

愛知
31（5.2%)

千葉
26（4.3%）

その他

資料：農林水産省「生産農業所得統計（R２）」



北海道
3,308
(14%) 東北

4,214
(10%)

関東
11,318
(27%)

北陸
1,002
(2%)

東海
3,512
(8%)

近畿
2,122
(5%)

中国四国
3,988
(10%)

九州
117,424

(28%)

沖縄
922
(2%)

● 園芸用施設面積

〇 管内の園芸用施設面積は11，318haで、九州に次いで施設栽培が盛んに行われている。

〇 管内の園芸用施設は８割が野菜の栽培に利用されており、都県別で見ると野菜の主産地である茨城県が

3,171ha、千葉県が1,718haで、２県で管内の４割を占めている。

〇 管内では果菜類、根菜類、葉菜類及び果実的野菜類、あらゆる品目で施設を利用しており、施設栽培に

よって周年・計画生産が行われ、安定的な供給に寄与している。

資料：農林水産省「園芸用施設の設置等の状況（H30）」

全 国
42,164ha
(100％)

管 内
11,318ha
(100％)

茨城
3,171
(28%)

栃木
1,597
(14%)

群馬
1,194
(11%)

埼玉836
(7%)

千葉
1,718
(15%)

静岡
1,394
(12%)長野

711
(6%)

山梨
244(2%)

神奈川
278(3%)

東京
175(2%)

園芸用施設設置面積(全国) 園芸用施設設置面積(関東) 園芸用施設面積に占める
主要部門の利用割合

野菜
73%

花き
14%

果樹
12%

全 国
42,164ha
(100％)

管 内
11,318ha
(100％)

野菜
82%

花き
13%

果樹
5%

15



● 次世代施設園芸の推進

〇 気候に左右されず、野菜等の安定供給を確保するためには、コンピュータによる高度な環境制御を行い、

周年・計画生産を行う次世代施設園芸の推進が重要である。

〇 南北に長い日本の自然条件等に適した次世代施設園芸を確立するため、全国１０カ所にモデル拠点を整

備し、管内では埼玉県と静岡県の２カ所に次世代施設園芸拠点を整備した。

埼玉県拠点（久喜市）【２０１７年１月完成】

栽培面積：3.3ha
品目：トマト
目標：30t/10a
地域エネルギー：木質バイオマス

静岡県拠点（小山町）【２０１６年１月完成】

栽培面積：4.0ha
品目：高糖度トマト・高糖度ミニトマト
目標：7.0t/10a（高糖度トマト）

3.0t/10a（高糖度ミニトマト）
地域エネルギー：木質バイオマス

資料：農林水産省「施設園芸をめぐる情勢」
16



（参考）農業産出額の全国順位が上位の品目（令和２年）

メロン１位

かんしょ１位

ピーマン１位

れんこん１位

こまつな
１位

きょうな
（みずな）
１位

チンゲン
サイ１位

レタス
２位

いちご１位

キャベツ１位
きゅうり
２位

なす３位

さといも１位
ねぎ２位

こまつな２位ほうれん
そう１位

ブロッコ
リー３位

キャベツ３位

だいこん
１位

ねぎ１位

えだまめ
３位

にんじん
２位

ほうれん
そう３位

さやいん
げん１位

かぶ１位

こまつな４位

だいこん
４位

レタス１位

はくさい
２位

セルリー
１位

いちご
５位

わさび１位

しゅんぎく
１位

ほうれん
そう4位

にら２位
しゅんぎく
３位

ほうれん
そう２位

メロン４位

17

ししとう２位

セルリー
２位

かぶ２位かぼちゃ
２位

にら３位

さといも２位

スイート
コーン２
位

スイート
コーン２位

えだまめ
２位

はくさい
１位

レタス３位

ねぎ３位

かんしょ２位

しょうが２位

チンゲン
サイ２位

みょうが３位

みつば１位

みつば２位

マッシュ
ルーム１
位

ごぼう３位


